～山形U-14秋期リーグ～　要項
１．趣　旨　　　　日本サッカーの将来を担う少年達のサッカー技術の向上と健全な心身の育成を図ることを目的とし、登録種別第三種加盟登録団体（チーム）のすべてが参加できるレベルの拮抗したリーグ戦として実施する。また、リーグ戦文化の確立のため本大会を実施する。
２．名　称　　　　山形U-14秋季リーグ
３．主　催　　　　財団法人日本サッカー協会　　山形県サッカー協会
　
４．主　管　　　　山　形　県　サッカー協会　

各　地　区　サッカー協会
５．期　日　　　　平成２０年９月～２１年３月
６．会　場　　　ブロックリーグ　／県内競技場及び各学校グラウンド　９月～１２月
トーナメント／県内競技場　　　　　　　　　　　　１２月～　３月　　　　　　　　　　　　　　　
７．参加資格　　
(1)（財）日本サッカー協会に、平成２０年５月３１日までに第３種および女子登録した加盟登録団体（チーム）であること。または登録予定のチームであること。
（2)①  第１項の加盟登録団体に平成２０年　８月　３０日までに登録された選手、またはその期日まで登録予定の選手であること。但し、一家転住等の理由により上記期限以降に移籍または追加登録した選手が、大会参加を希望する場合は、県サッカー協会３種委員長が別途了承した場合に限り、大会参加を認める。
2 日本サッカー協会により「クラブ申請」を承認された「クラブ」に所属するチームについては、同一「クラブ」内の別のチームに所属する選手を移籍手続きを行うことなく本大会に参加させることができる。この場合、同一「クラブ」内のチームであれば、複数のチームから選手を参加させることも可能とする。なお、本項の摘要対象となる選手の年齢は第４種年代とし、第３種及びそれ以上の年代の選手は摘要対象外とする。

3 選手が不足している同種別の複数チームによる「合同チーム」の大会参加については、次の条件を満たしている場合についてのみ認める事とする。但し、１１名以上の選手を有するチーム同士の合同は不可とする。
◇合同チーム及びその選手は、それぞれ(1)及び(2)－①を満たしている事。
◇極端な勝利至上主義を目的とする合同チームではない事。
◇大会参加の申込の手続きは、それぞれのチームの代表者が協議の上、代表チームが行う。
◇合同チームとしての参加を当該都道府県サッカー協会第３種委員長が別途了承する事。
　　　　　　（毎試合ごと選手証を持参する。なお、写真が貼付されていないものは無効となるため各チームにおいて確認すること）
　　　　④　複数チーム（同一チーム内）の参加も可とするが、その場合、他リーグ間の参加のみを認める。１部・２部リーグに同一チームが複数参加することはできない。３部リーグには、複数チームの参加を認める。
　　　　　
　(3)　予選から本大会に至るまでに、同一選手が異なるチームへの移籍後、再び同一大会に参加することはできない。

(4)　参加チーム（登録選手）はスポーツ障害保険に加入していること。
８．競技方法　　
（１）ブロックリーグにおける試合時間は各リーグの代表者会議を通して決定する。
（２） 各ブロックリーグのチーム分けは次のようにする。

①１部リーグ

2008高円宮杯県リーグトップリーグ（１部）に参加した８チームとみちのくリーグに
参加した２チームの計１０チーム
　＠１０チームを５チーム×２ブロックに分ける
　　　　②２部リーグ

2008高円宮杯県リーグの各地区リーグ（３部）における上位１チーム、計６チーム

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（６地区）

　　　　　　
③３部リーグ

各地区協会（６地区）における参加チームをいくつかのブロックに分けた地区リーグ（ブロック数については各地区協会の地域性や考えを考慮して設定して良い。）
各ブロックリーグにおける順位決定方法は、勝ち３点、引き分け１点、
負け０点の勝ち点により、勝ち点の多い順に決定する。なお、勝ち点の合計が同一の場合以下の項目に従い順位を決定する。
                ①全試合のゴールディファレンス(総得点－総失点)
                ②全試合の総得点
                ③当該チーム同士の対戦成績(勝敗)
                ④①~③の全項目において同一の場合は、ペナルティキック方式による。

(当該チーム代表者の立ち会いによる）　

（３） 各ブロックリーグの順位による上位リーグへの昇格・降格は次の通りとする。
　　　　　　　①１部リーグ　　１０チーム中、　　上位２チームは東北リーグへ昇格

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　下位２チームは２部リーグへ降格　
　　　　　　　

②２部リーグ　　　６チーム中　　　上位２チームは１部リーグへ昇格
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　今年度の降格はなし
　　　　　　　③３部リーグ　　今年度の降格・昇格はなし
　　　　　

９．競技規則　　
（１）平成２０年度日本サッカー協会制定の「サッカー競技規則2008/2009」による。

（２）交代に関しては次の通りとする。

・各ブロックリーグは代表者会（またはそれにあたるもの）で検討する。
（３）本大会において、退場を命ぜられた選手は、次の１試合に出場できず、それ以降の処置については大会の規律委員会（または競技委員会等で規律委員会に代わるもの）で決定する。

（４）本大会期間中、警告を２回受けたものは、次の１試合に出場できない。

（５）ベンチ入りできる人数は、監督１名、コーチ２名、役員２名、選手２０名の合計２５名以

とする。

１０．選手登録　　
（１）試合ごとの選手登録の人数は、監督１名・コーチ２名・役員２名・選手２０名とする。最初に登録した２５名の中から選出すること。
（２）登録選手の変更は、大会開催前に限り認める（監督会議等において）。なお、大会期間中の登録選手の変更は認めない。
１１．ユニフォーム
（１）ユニフォーム（シャツ・パンツ・ストッキング）は、正・副異色のものを各試合に必ず携行すること。

（２）審判と同一または類似のユニフォーム上衣を用いることはできない。ゴールキーパーについても同様である。

（３）背番号は、試合ごとに提出するメンバー表に記入された番号とする。

（４）記録を正確にするため、また報道関係者のために「パンツの左側」に縦１０㎝程度の番号（背番号と同じ）をつけることが好ましい。
１２．表　彰　　　　優勝以下第３位までに表彰状を授与する。優勝チームには優勝杯を授与する。

　　　　　　　　　　３位決定戦は行わない。
１３．宿　泊　　　　宿泊を希望するチームは、各チームの責任において確保すること。

１４．傷害保険　　　参加各チームは必ず傷害保険に加入すること。

１５．組合せ　　　　県三種委員会および各地区三種委員会が責任を持って決定する。

　　　　　　　　　　
１６．その他　　　
（１）参加資格に違反し、その他不正と思われる行為のあったときは、そのチームの出場を停止し、その後の処遇も大会において決定する。

　（２）選手登録用紙の位置（ポジション）については、ＧＫ、ＤＦ、ＭＦ、ＦＷと記入すること。

　（３）各チームは帯同審判（３級以上が望ましい）を２名登録し、原則として、自チームの試合が行われる会場において決められた試合の審判を行わなければならない。
（４）学校行事、悪天候、上位大会等でブロックリーグに参加できない試合があった場合、当該チーム同士の話し合いで調整を行い、試合を消化すること。それでも、調整がつかない場合、不戦敗とする。なお、その場合のスコアは０－３とする。なお、帯同審判は、自チームが出場できなくなった場合でも、割り当てられた試合の審判を行うこと。
　 
　（５）試合登録用紙（メンバー用紙）は、各チーム、各試合３部を（本部、審判、相手）準備し大会本部に提出すること。なお、交代用紙は使用しない。
　（６）その他、各ブロックリーグにおいて、確認しなければならない事案が生じた場合、各部リーグの三種委員会において代表者会を開催し、決定することができる。　　　　　　
　　　　　　　　　
１７．申し込み　
（１）選手登録は、所定の選手登録用紙に必要事項を記入し、各ブロックリーグの申込先に添付して届けることによって完了する。
　　　
（２）選手登録申込先　
　　　山形大学附属中学校　山形県サッカー協会三種委員長

　　　土井　正路　masamichi0319@yahoo.co.jp
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　か　masa-doi@j.ygt.ed.jp
　　　　　　　　　　　　　　　
